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信用貨幣と統制 巾谷 質(1)

19t世紀以前の英閥海上保険 谷山新良 (19)

後入先出法の展開と原理論よりの手間在 日 11 貞 雄一 (10)

英闘に1;ぞける石炭業凶有化政策に

闘す海r考察 中 村忠一 (57)

〔昭和二十九年五月〕

京都大手経済苧曾
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園
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ー
ー
そ
の
賞
績
と
性
格
に
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い
て
|
|

目
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闘
有
化
石
茨
産
業
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於
け
る
は
げ
働
者
陪
訟
の
物
質
的
批
態

国
有
化
へ
白
方
向

周
知
の
如
く
、
戦
後

r於
円
る
イ
ギ
リ
ス
資
木
主
義
の
橋
治
的
危
機
を

英
国
に
於
け
る
石
農
業
固
有
化
政
策
に
闘
す
る
一
幸
察

中

村

d忠

克
服
し
、
園
民
生
活
水
準
の
向
上
を
そ
の
主
た
る
内
容
と
す
る
白
担
金
属
俸

を
達
成
す
る
に
は
、
ド
ル
圏
及
び
硬
貨
圏
へ
の
輸
出
を
伸
長
す
る
と
と
が

不
可
俄
で
あ
っ
た
。
こ
の
鮎
政
府
白
書
に
上
れ
ば
、
「
続
出
へ
の
集
中
は
わ

が
工
業
活
動
の
恒
常
的
要
素
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
輸
出
な
し
に

は
食
糧
も
原
料
も
恥
入
し
得
な
い
し
、
生
活
水
準
の
維
持
も
で
き
な
い
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
而
る
に
こ
の
イ
ギ
リ
ス
資
木
主
義
の
絶
封
的
問
題
と

な
っ
て
い
五
輪
出
を
支
え
て
い
る
工
業
白
状
態
は
ど
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
基

礎
産
業
た
る
涙
領
換
で
は
験
前
す
で
に
著
じ
い
衰
退
を
一
訴
し
、
そ
の
聡
出

茨
不
振
の
盟
由
と
し
て
世
界
市
場
の
狭
院
化
、
就
中
イ
ギ
リ
ス
茨
慢
の
相

罰
的
昂
騰
に
よ
る
劉
外
競
争
力
む
喪
失
が
指
摘
さ
れ
任
。
市
し
て
こ
白
イ

ギ
リ
ス
白
張
債
の
相
街
的
昂
騰
は
衣
の
三
黙
に
よ
る
。
副
ゆ
り
、

ω弱
小
企
業
組
織
の
歓
陪

問
機
械
化
の
遅
延

ω都
品
且
の
割
高
、
が
こ
れ
で
あ
る

G
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七
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事
固
に
於
け
る
石
炭
叫
菜
園
有
枯
政
策
に
闘
す
る
一
考
察

イ
ギ
リ
ス
石
茨
葉
の
牛
一
吾
川
浪
は
ア
メ
リ
カ
の
約
一
一
位
に
泊
り
、
採
捌
か

ら
そ
れ
在
使
用
し
て
い
る
製
品
を
生
産
す
る
ま
で
、
関
内
一
貫
作
也
炉
心
形

態
を
と
る
よ
り
も
、
原
料
茨
世
帯
外
敵
入
に
依
存
し
士
方
が
製
品
原
債
を

か
え
っ
て
割
安
に
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
r
L
か
も
そ
の
経
営
規
模
は
苦

し
く
弱
小
明
、
]
九
二
四
年
企
業
数
約
↓
四
0
0祉
、
表
坑
数
約
二
五

O

O
む
中
従
詳
員
敏
一

0
0乃
至
五

0
0人
め
小
説
は
企
業
が
丘
六
六
に
注

し
て
い
る
。
君
、
も
ニ
二
三
社
で
を
一
出
炭
査
の
八
四
伶
や
出
し
て
い
る
が
、

一
般
的
に
企
業
組
織
で
の
合
理
化
は
遅
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
最
も

*rm採主主量にたいする稔械採炭の比率%

年次|…H山 1-|V47|

1925 I 70，6 I 20.6 I 18.0 

1926 I 71.1 I 22.0 I 65.0 I 58.1 

1927 I 72.2 I 23.3 I 80.5 I 70.9 

1929 75.4 27，9 91.2 81.8 

1931 79，1 35.0 95.9 84.0 

1932 78.8 38.0 96.0 8.3.7 

80，0 42.4 96，0 83.8 

1934 99，2 47，0 97.0 8生8

1085 98.9 51.0 9G.2 84.7 

1936 99，3 55，0 96.6 87，0 

1937 57，0 96.5 87.0 

1988 5Cl.1 95.3 87.5 

第一表

資料 J夕刊 & Coal Trad{! Re-.日制， 1987午

3633続 621頁及7sStatistische uoCrsioit u/;er 

die Ji..ohle?lwirtsc恥ift， 1981， 1938" D作成

第
七
十
一
-
一
審

二ι
/丈

四

第
五
世

合
理
山
刊
の
必
要
に
辿
ら
れ
た
四
六
年
に
あ
っ
て
さ
え
、
従
業
員
三
0
0人

以
下
白
山
町
坑
放
は
全
炭
坑
む
半
分
以
ム
に
濯
し
、
こ
の
小
周
模
企
業
は
生

産
技
術
過
債
の
合
理
化
交
若
し
く
妨
げ
、
採
決
の
機
械
化
は
第
二
設
の
如

く
著
し
く
謹
延
L
、
一
九
三
八
年
で
の
一
交
替
首
り
出
張
高
は
ル
J

ル
の

一
・
七
一
屯
オ
ラ
シ
ダ
の
一
・
七
八
屯
ア
メ
リ
カ
の
回
・
一
九
屯
に
劉
し

英
闘
で
は
一
二
一
屯
に
温
川
市
に
ぷ
か
っ
た
。

更
に
こ
む
イ
ギ
リ
ス
茨
坑
業
め
組
織
的
歓
陥
は
、
職
時
中
で
の
炭
鯨
の

掛
川
間
前
駅
件
め
悪
化
と
共
に
出
炭
低
下
と
し
て
あ
ら
は
れ
、
職
後
の
経
済
混

典
に
お
い
て
、
右
没
不
足
の
危
機
と

L
て
具
現
し
た
。
期
る
傑
件
の
下

e

炭
敏
栄
の
組
織
化
、
機
械
化
及
び
表
帥
酬
の
務
働
問
図
解
決
の
た
め
に
は
石

茨
業
内
閣
有
伯
は
一
小
可
依
で
あ
る
4

し
て
、
実
問
符
初
摂
政
府
の
下
で
石

炭
業
白
園
有
伯
が
計
設
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
右
炭
一
業
関
有
伯
に
は

衣
の
三
つ
の
試
味
合
い
を
も
っ
て
い
る
。

川w
弱
小
企
業
の
組
織
ル
刊
の
困
難
は
、
出
此
糾
明
菜
の
所
有
様
を
個
人
よ
り
図

家
に
移
特
寸
る
と
と
に
よ
り
、
解
決
し
得
る
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
ロ

似
従
来
機
械
化
、
近
代
伯
の
促
濯
を
阻
ん
で
い
た
も
の
は
、
部
分
的
に

非
常
に
古
く
な
っ
た
設
備
を
も
っ
た
小
商
曾
や
、
小
炭
坑
が
極
め
て
多
数

で
あ
る
。
そ
礼
に
加
え
て
こ
れ
ら
は
非
常
な
財
政
k
の
苦
境
に
あ
り
、
大

部
分
銀
行
の
抵
常
に
入
っ
て
し
る
。

(
4
R問
符

也

君

E
m
n
r
P
5仏
耳
EM

nrtz旬
。
ロ
江
戸

E
M
〈
お
円

E
E
F
H由
自

由

同

B
H
M
T『
Z
M
A
Z
N
m戸
時
百
四
同
由
出
回
目
・

∞
〔
〈
HH
品
川
ザ
の
引
用
に
よ
る
〕
有
津
・
阿
部
共
著
「
商
業
令
理
化
」
三
七
六

買
)
と
い
は
れ
る
扶
態
で
、
且
つ
、
銀
行
資
本
の
融
資
形
熊
も
短
期
的
技



費
、
商
業
技
一
貴
の
域
を
脱
せ
ず
、
固
定
設
備
の
合
理
化
資
金
支
出
が
極
め

て
困
難
で
あ
っ
た
と
云
ろ
と
と
に
あ
り
、
而
も
と
れ
に
加
〉
つ
る
に
第
二
式

大
戦
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
白
川
友
坑
は
著
し
〈
荒
廃
上
、
出
此
坑
む
積
極
的
合
理

化
に
は
莫
大
な
設
備
合
理
化
資
金
古
必
要
と
し
、
そ
の
舗
に
は
莫
大
な
園

家
資
本
む
動
員
が
極
め
て
必
要
で
あ
っ
た
と
と
。
及
び

同
同
封
外
的
に
は
等
賞
が
割
高
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
園
内
的
仁
は
勢
倒

傑
件
が
劣
悪
で
あ
り
、
勢
働
問
題
の
解
決
な
し
に
は
主
連
力
を
増
加
し
得

な
い
。
従
つ
で
努
働
同
題
を
解
決
し
、
明
資
関
係
を
従
来
と
異
つ

t
形
と

な
し
、
努
働
者
の
協
力
を
得
五
た
め
、
出
比
坑
闘
有
七
の
形
態
を
と
る
こ
と

が
不
可
依
で
あ
っ
た
こ
と
が
v
l

れ
で
あ
る
。
而
L
て
イ
ギ
リ
λ

妓
鏑
某
に

於
け
る
合
開
伯
を
、
闘
家
資
本
に
よ
っ
て
遂
行
し
ょ
『
と
す
る
こ
の
園
有

他
の
以
上
の
如
骨
粗
い
は
石
規
彦
業
貨
不
も
容
認
せ
ず
る
を
得
ず
、
こ
こ

に
石
茨
業
の
図
有
化
法
案
の
成
立
を
み
、
こ
の
法
案
に
基
き
室
園
右
炭
隠

が
設
置
さ
れ
た
。
然
ら
ば
か
か
る
ポ
1
ド
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
石
茨
業
圏

有
伯
は
イ
ギ
り
ス
石
茨
業
の
も
つ
紋
陪
を
克
服
し
得
ιー
か
。
以
下
こ
の
貼

宜
詮
的
に
検
討
し
よ
う
。

園
有
化
石
山
訳
業
に
於
け
る
賀
績

イ
ギ
リ
ス
宥
対
策
の
出
浪
商
は
-
九
四
六
年
の
一
八
一
・
=
百
高
活
か

ら
そ
D
復
興
計
賓
の
順
調
な
る
進
行
に
伴
い
、
四
七
年
以
降
漸
次
上
昇
し

た
。
即
ち
凹
也
年
一
八
七
・
二
百
高
屯
、
四
八
年
-
九
七
・
六
百
民
屯
、

四
九
年
三

O
二
・
七
百
関
屯
、
五

O
年
二
り
四
・
一
百
高
屯
、
五
一
年
二

実
闘
に
於
げ
る
石
茨
業
園
有
化
政
策
に
闘
す
る
一
考
察

一
一
・
九
百
高
屯
で
、
四
六
年
に
比
較
し
、
五
一
年
マ
は
=
一

0
・
主
%
の

生
停
止
噌
加
、
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
地
域
別
に
み
れ
ば
中
東
部
で

は一

0
・
一
「
日
関
屯
三

0
・
五
%
、
北
東
部
六
・
八
百
点
屯
一
八
%
、
北

凶
部
=
・
四
百
高
屯
一
九
%
、
間
同
部

0
・
五
百
円
高
屯
三
六
・
七
%
、
ヂ

ユ
ル
ハ
J
A

四
円
高
屯
一
九
%
、
西
部
一
・
四
百
寓
屯
入
・
四
列
、
南
西
部

一
了
四
日
高
屯
一

0
・
五
%
、
北
部
二
・
=
R
寓
屯
一
九
・
二
%
、
ス
コ

ヅ
ト
ジ

U
J
r
0
・
五
百
高
屯
回
一
・
%
の
増
如
で
あ
る
。
し
か

L
て
こ
の

生
産
め
増
加
は
生
産
性
的
三
一
%
の
上
昇
に
よ
る
。
こ
れ
は
主
と

L
t蹴

後
で
の
英
大
な
闘
家
資
金
を
背
景
と
す
る
彊
業
合
理
化
資
帝
支
出
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
十
も
の
で
あ
る
。

A

生
産
技
術
温
程
に
於
け
る
合
理
伯
、

石
茨
臨
む
計
撃
に
よ
れ
ば
一
九
五

O
年
か
ら
一
九
六
五
年
の
問
で
、
六

三
五
百
蔵
ポ
ン
ド
の
資
金
支
出
が
計
霊
さ
れ
て
い
る
が
、
闘
帯
化
以
来
今

日
告
の
資
金
支
出
は
二
三

O
百
蔦
ポ
ン
ド
(
四
七
年
初
か
b
五
一
年
末
記
)

に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
を
年
次
別
に
見
れ
ば
四
七
年
一
九
百
高
ポ
ン
ド
、

四
八
年
二
工
百
蔦
ボ
シ
ト
、
四
九
年
三
一
百
寓
ポ
シ
ド
、
五

O
年
三
九
百

禽
ポ

yv、
五
三
ヰ
三
二
百
寓
ポ
シ
ド
で
あ
る
u

こ
れ
ら
の
資
金
支
出
は

設
備
置
換
控
そ
め
他
の
消
却
賃
金
を
含
む
も
の
で
は
あ
る
日
骨
、
こ
れ
ら
の

資
金
は
石
坂
業
に
於
け
る
機
械
他
及
び
長
坑
の
復
興
、
新
設
備
の
段
設
に

主
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
質
績
を
伺
カ
め
具
般
的
情
標
に
つ
い

て
指
摘
す
れ
ば
左
記
の
如
く
で
あ
る
。

川
炭
坑
試
堀
、
茨
坑
試
掘
計
査
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
凹
七
年
で
の
試
掘

第
七
十
三
巻

三
三
五

五
九

第
五
漉



英
闘
に
於
け
る
石
炭
業
園
有
化
政
策
医
闘
す
る
一
考
察

。
平
均
深
毘
は
三
茂
フ
ィ
1

?
で
あ
っ
た
が
、
四
八
年
に
は
λ
、
=
茸
フ

ィ
ー
ト
、
四
九
年

}
O、
五
寓
7
4
1
ト
、
五
一
年
で
は
↓
七
、
二
宮
フ

{
1
ト
に
増
加
し
て
い
る
。

@
茨
坑
の
再
建
、
右
茨
憾
の
涙
坑
再
建
計
宣
に
よ
れ
ば
、
そ
の
資
金
支

出
は
五
-
年
乃
至
六
五
年
間
で
五
二
目
前
田
ポ
シ
ド
(
四
九
年
償
椅
に
よ
る
)

が
予
定
吉
れ
て
い
る
。
勿
論
寸
で
に
右
景
隠
は
茨
坑
の
拝
建
を
質
施
L
、

五
一
年
末
で
は
新
し
い
七
日
訳
坑
と
約
六

O
の
新
し
い
坑
遣
の
探
掘
が
み
と

め
ら
れ
る
、
と
同
時
に
、

λ
一
の
表
坑
に
劃
し
て
芳
夫
な
復
興
計
置
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
計
置
に
劃
す
る
見
積
り
資
本
費
用
目
約
一
一
軍
百
南
ホ
シ

ド
に
謹
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
時
に
他
方
で
は
生
震
の
増
加
、
或
は
生
産

昨
日
か
低
J

と
ρ
う
両
面
で
、
再
逮
計
霊
D
一
部
分
と
し
て
二
一
九
D
炭
坑

(
そ
の
大
部
分
は
非
常
に
小
さ
い
炭
坑
で
あ
る
)
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

L
か
し
て
と
の
再
建
叫
島
耳
に
よ
り
、
そ
の
生
産
性
を
著
L
〈
上
昇
せ
L

め
る
こ
と
が
可
能
、
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
ぞ
の
一
例
を
示
せ
げ
次
め
如
く

で
あ
る
。

戸

4
F
E持
ハ
北
東
部
〕
で
は
再
建
計
萱
以
前
の
↓
交
替
蛍
り
採
来
高
は

」
屯
で
あ
っ
た
が
、
再
建
許
聾
援
で
は
て
八
屯
に
上
昇
し
て
い
る
。
又

出
E
E
P
斤
ハ
北
西
部
u

で
は
↓
、

O
屯
か
ら
一
、
七
屯
、
。
一
目
5
3
ハ
申
京

都
U

一
、
五
屯
か
ら
一
一
、
三
屯

H
Z目
m
S
(中
東
部
υ
で
は
二
、

O
屯

か
ら
二
、
七
屯
と
そ
れ
ぞ
れ
再
建
計
聾
以
前
に
比
較
し
て
、
計
宣
後
で
は

一
交
替
首
り
採
波
高
は
そ
れ
ぞ
れ
七
六
%
、
七
回
知
、
王
一
一
宗
知
、
=
=
五
%

の
増
加
を
一
目
し
て
い
る
。

第
七
十
一
一
一
巻

大

C

十ノ、

餌
王
監

ω採
炭
の
機
械
伯
。
国
桂
式
坑
道
で
は
ロ
o巳
mH-Emo
渋
坑
で
一
九
五

O
年
採
決
夫
二
主
替
首
り
出
張
高
」
八
・
四
屯
、
七
、
七
蔦
屯
の
採
掘
語

力
を
有
す
る
ロ

E
g
g
-
出
目
白
が
採
用
さ
れ
、
-
九
豆
一
年
で
は
探

援
夫
一
交
露
首
り
平
均
二
一
、
八
屯
、
三
、
六
寓
屯
が
そ
れ
に
よ
っ
て
採

茨
さ
れ
た
。
し
か
L
こ
の
機
械
は
英
闘
の
現
在
の
炭
坑
で
は
長
壁
式
が
多

く、

ι主
り
期
待
で
き
な
い
。

長
壁
坑
色
式
で
は
機
械
採
涙
は
四
六
年
一
回
二
百
高
垣
(
八
三
%
)
か
ら

豆
一
年
一
七

O
百
高
屯
(
九
%
リ
一
に
噴
加
し
、
-
九
五
=
年
機
械
採
決
コ
シ

ベ
ア
1
運
描
に
よ
る
生
産
は
一
一
一
分
の
↓
以
上
に
濯
し
た
が
、
そ
の
蹴
カ
積

込
は
困
難
で
そ
の
約
三
%
に
温
ぎ
な
い
。
特
に
長
壁
式
坑
道
で
の
完
全
た

る
機
械
化
に
口
百
世
ol
目
。
。
耳
切
翻
積
込
機
が
使
用
し
得
る
切
羽
に
閣
判
定

さ
れ
る
が
、
己
の
機
械
に
よ
る
採
表
高
は
四
六
年
で
は
一
、
ニ

E
E高
屯
で

あ
っ
た
が
、
主
一
年
で
は
七
一
の
宮
内
E
l官
2
3
切
断
積
込
機
が
使
用
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
る
生
震
は
玉
、
二
王
百
高
屯
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
切

断
積
込
機
で
は
也
o
a
2
m
m
R
2
が
有
望
で
あ
り
、
又
、

prw骨
呂
2
E

目
。
包
胃
5
2
Rひ
の
自

5
2
C
O
V
E
が
一
九
五
一
年
試
験
さ
れ
た
。

そ
の
外
制
限
き
れ
士
用
品
詰
を
も
つ
が
、
国
混
同
ロ
ヨ
E島
F
。
邑
2
が
寸
で
に

使
用
さ
れ
、
豆
一
年
に
は
一
、
二
百
高
屯
を
慮
理
し
て
い
る
伺
こ
の
他
長

壁
式
係
長
の
機
械
佑
で
最
も
重
要
な
も
白
は

F
E
Oロ
F
2弔
日
で
あ
る
。

と
礼
け
プ
九
五
一
年
末
で
目
配
に
六
台
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
生
産
は
五
一

年
二
回
高
屯
ハ
採
炭
夫
一
交
替
嘗
り
七
・
八
屯
)
に
濯
し
て
い
る
。
而
し

て
特
に
こ
れ
ら
各
種
の
動
力
む
切
断
轡
込
機
む
採
用
は
附
動
力
積
込
機
む



謹
度
を
絶
え
ず
増
大
せ
し
め
る
乙
と
に
よ
り
勢
倒
の
強
度
を
著
し
く
高
め
、

且
つ
例
積
込
作
業
の
機
械
化
に
よ
り
同
作
業
。
過
程
に
於
け
早
熟
椀
務
働

h
T
未
熟
練
勢
同
聞
に
切
り
か
え
る
可
能
性
世
間
削
除
え
て
い
る
。

川
阿
坑
詰
運
搬
の
合
理
他
。
こ
の
合
理
化
で
特
に
注
目
寸
ベ
き
馳
は
機
関

車
の
採
用
で
あ
る
。
四
七
年
か
ら
五
一
年
の
五
年
間
に
そ
の
教
は
入
O
か

ら
四
五
一

υに
培
加
ん
、
そ
の
中
=
一
九
O
は
ジ
l
ゼ
ル
エ

Y
ヂ

γ
、
リ
ス
ト

バ
パ
ァ
テ
リ
ー
を
有
し
、
そ
の
馬
力
は
-
六
及
至
一
O
O
馬
力
で
あ
る

G

叉
奮
式
鉱
石
運
搬
桶
は
大
型
景
軍
に
代
置
さ
れ
、
坑
誼
で
の
右
茨
湿
搬
を

府
加
L
得
た

d

特
に
機
関
軍
を
使
用
寸
る
場
合
に
於
て
運
峨
畳
の
増
加
が

著
し
く
、
一
九
一
年
末
で
は
、
石
炭
運
搬
享
町
政
は
三
八
O
O
以
上
に
濯
L

て
い
る

U

ハ
そ
の
各
々
の
積
込
也
教
は
一
・
五
屯
乃
至
大
屯
で
あ
る
J

ぽ
坑
門
町
向
日
明
白
歌
響
、
四
七
年
坑
内
殴
明
日
v

最
小
限
基
準
を
明
陣
に

L
、

豆
一
年
末
に
は
約
五
O
一
直
の
新
式
一
プ
シ
プ
を
採
用
L
た
n

こ
れ
は
殆
ど
キ

ャ
ツ
フ
ラ
U
J

。
ノ
で
そ
の
結
果
ハ
ン
ド
ラ
シ
プ
の
数
は
全
ラ
ン
プ
の
六
O
%

ハ
同
七
年
U

か
ら
主
一
年
末
に
日
一
の
%
に
波
少
し
て
い
る
。

ω動
力
機
関
白
合
理
伯
。
長
坑
で
の
蒸
気
用
、
電
力
用
、
陸
搾
窪
気
用

、と

L
て
年
間
平
均
一
千
百
屯
の
石
炭
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
従
来
そ
の
動

力
は
大
部
分
そ
の
愛
生
及
び
使
用
が
極
め
て
不
摂
慣
で
、
そ
の
合
理
伯
が

必
要
止
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
炭
坑
で
の
ボ
イ
ラ
ー
は
極
め
て
奮
式
で
、

蒸
気
ウ
イ
ン
r
ー
は
電
気
ウ
イ
y
r
ー
よ
り
不
思
済
で
あ
り
、
匪
搾
門
生
気

ア
シ
〆
1
r
ラ
ン
ド
は
電
気
ア
ν
f
1
グ
ラ
ウ

γ
よ
り
不
経
済
で
あ
る
。

従
っ
て
長
期
的
に
は
電
力
が
蒸
気
に
直
接
代
置
さ
れ
、
嘗
式
ボ
イ
ラ
ー
宇
一

漢
固
に
於
け
る
石
長
業
固
有
化
政
策

r闘
す
る
一
考
察

新
式
ボ
イ
ラ
ー
に
代
置
す
る
計
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
四
七
年
乃

歪
五
一
年
間
で
茨
坑
で
使
用
さ
れ
る
官
気
そ
1
ダ

1
教
は
=
七
%
、
馬
力

政
は
一
八
%
哨
加
し
て
い
る
。
茨
坑
で
の
漣
拘
積
込
に
使
用
さ
れ
る
モ
ー

タ
ー
敢
は
約
=
一
分
の
二
、
馬
力
数
約
一
o
o
m
の
増
加
を
一
目
し
て
い
る
。

文
一
九
四
七
年
か
ら
五
一
年
ま
で
に
二
五
の
新
し
い
電
需
ウ
イ
シ
JF
ー
が

使
用
さ
れ
、
↓
九
の
蒸
気
ウ
イ
シ
ダ
ー
が
電
気
ウ
イ
y
r
l
に
代
置
さ
わ

て
い
る
。
こ
れ
と
同
時
に
蒸
気
動
力
設
備
を
合
理
化
す
る
方
法
が
と
ら
れ

-
m
|
寸
I
l
l
i
-
-
-
1
1
1
1
一
て
い
る
。
例
え
ば
炭

一

首

一

一

元

で

使

用

さ

れ

る

三

一

ド

一

d

3

1

一

一

一

一

げ

釘

一

ン

ト

一

%

平

p

九
O
O
の
シ
占
1
ル

日

開

一

イ

企

一

廿

一

J

1

h

ボ
イ
ラ
ー
の
中
三
田

空

二

=

I

l

l

l

L

1

一

5

澗

一

持

法

一

一

d

n

o

O

は

円

シ

ド

フ

ェ

F

一

個

室

一

?

吉
ー
ド
|
:
|
|
I
l
l
i
-
-
-
一

E

W

イ
ア
ー
で
あ
る
が
、

‘

間

一

畑

一

石

吋

主

宰

で

は

そ

の

五

i
竺

hzzmrι
一
8が
閏
動
式
謀

議

一

リ

一

1

:

;

;

1

一

山

内

り

ボ

イ

ラ

ー

に

切

換

ら

竺

叫

一

石

印

よ

れ

る

等

ボ

イ

ラ

ー

設

丁
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
↑
料
備
の
近
代
伯
が
行
れ
、

↑

一

M

M

M

M
四

敏

一

斉

こ

れ

ら

の

合

理

化

の

「
1
1
1
1
1
1
1
i
1
l
i
l
-
-
結
果
第
二
表
に
示
さ

れ
る
如
く
、
園
有
佑
後
の
五
ヶ
年
間
で
屯
営
り
右
茨
消
費
量
は
一
一
%
の

減
少
を
一
閉
し
て
い
る
。

第
七
十
三
巻

七

第
五
噴



英
国
に
於
け
る
石
長
業
閏
有
化
政
策
に
関
す
る
一
考
察

例
説
家
設
備
の
骨
理
化
、
洗
衆
設
備
で
は
園
有
化
後
に
設
置
さ
れ
た
設

備
敷
は
六
七
、
年
間
能
力
}
四
、
九
百
寓
屯
に
淫
L
て
い
る
。
こ
れ
を
年

衣
川
に
示
せ
ば
四
七
年
設
備
激
玉
、
年
間
能
力
一
、
宝
百
高
点
、
間
八
年

設
備
数
十
九
、
年
間
能
力
三
、
四
羽
寓
屯
、
四
九
年
設
備
数
↓

C
、
年
間
能
力

て
九
自
寓
屯
、
王
O
ヰ
設
備
数
一
六
、
年
間
能
力
回
、
五
百
高
屯
、
五
一
年

最
偏
敷
-
七
、
畳
間
能
力
三
、
六
百
草
屯
で
匙
る
内

L
b
も
五
一
年
末
で

建
造
中
苦
し
く
沌
鼠
司
賢
設
備
取
四
主
、
年
間
能
力
二
六
・
一
百
寓
屯
に

蓮
L
、
ご
れ
ら
洗
炭
新
設
備
軒
利
用
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
産
能
力

を
著
し
く
高
め
る
こ
と
が
可
砲
と
な
っ
た

D

克
に
同
門
主
民
一
。
E
E
H
H
設
備

に
つ
い
て
見
れ
ば
、
四
七
年
設
愉
敏
二
、
年
間
能
力
O
、
一
一
同
寓
屯
、
四
八

年
設
備
敢
豆
、
年
間
能
力
O
、
二
百
寓
屯
、
四
九
年
設
備
御
三
、
年
間
能
力

O
、
-

T

出
高
屯
、
五
O
年
設
備
数
一
一
、
年
間
能
力
O
、
五
百
訳
、

E
-

年
設
備
政
一
六
、
年
聞
記
力

O
、
七
宵
寓
屯
‘
計
設
備
数
三
七
、
年
間
能

力
一
、
六
百
武
屯
が
暫
設
さ
れ
た
。
更
に
五
}
年
末
で
寧
浩
申
又
は
菰
可

隣
設
備
数
は
-
一
一

O
、
年
間
能
力
二
百
駕
屯
に
謹
L
て
い
る
。

B
雇
傭
傑
件
の
改
善

右
茨
産
業
で
の
改
善
を
指
摘
す
れ
ば
戎
の
如
く
で
あ
る
。

間
以
間
働
保
土
。
第
一
一
一
表
に
一
目
さ
れ
る
如
く
、
職
後
図
有
伯
へ
の
移
行
と

可
と
も
に
炭
玩
で
の
災
害
は
潮
吹
減
少
し
、
十
品
工
取
皆
り
災
害
児
率
に
つ

い
て
み
る
と
、
死
亡
翠
は
一
九
四
六
年
の

O
、
三
O
、
四
七
年
の
O
、
=
一
回

か
ら
四
八
年
O
、
一
一
五
、
四
九
年
O
、
二
玉
、
五
O
年
O
、
三
八
、
五
一

年
O
、
二
七
、
負
傷
率
は
四
六
年
む
一
、
二
ん
、
四
七
年
め
て
一
千
パ
か

第
七
十
三
巷

三一ニ八

災害による死亡及び負傷

死亡，1 正五戸一瓦
1946 543 

47 618 3446 I 3064 

48 468 2391 2859 

49 460 2180 2640 

50 493 202コ 2513 

δl "187 1942 2さ29

第三衷冒腕完了者激 00口3人3

|基礎訓練|切 羽 訓 棟

1u47 少6.年6 2男8.5 8計51ll 計6.1 

1948 I 7.8 33.8 41.6 ! 15.7 

19生9I 9.1 15.7 24.8 i 16.6 

1950! 8.9 11.6 20.5 13.8 

17.8 30.5 15.3 

第四表

National Coal Board: Report 

山 uiaCC01!n白 fo1''1951 .p. 61 軍
五
鵠

Natirmal ('..0::11 .Roard・Retorl

and Q回附'lts107" 1951， p. 57 

ら
四
八
年
の
-
、
二
九
、
四

九
年
の
て
ニ

O
、
主

O
年

の
一
、
↓
三
、
豆
一
年
の
で

O
七
即
、
ち
災
害
率
は
四
六

年
の
一
、
五
入
、
四
七
年
の
て

七
O
か
ら
間
八
年
一
、
主
四
、

四
九
年
↓
、
四
豆
、
主

O
年

一
、
四
O
、
五
一
年
一
、
三

四
に
波
少
し
て
い
る
。
こ
れ

を
戦
前
と
比
較
す
れ
ぽ
、
落

盤
に
よ
る
災
害
は
蹴
前
三
八

年
の
死
亡
凶

O
入
か
ら
四
七

年
一
一
三
玉
、
主
一
年
一
九
八
、

負
傷
で
は
=
八
年
の
一
=
一
入

九
か
ら
四
七
年
九
六
一
、
五

一
年
七
一
ニ
三
と
念
謹
に
滅
少

L
て
い
る
。

ω訓
練
及
び
叡
育
の
賓
施
-

こ
れ
は
ま
ず
第
二
L
は
園
有

伯
法
案
に
基
く
坑
内
作
業
に

従
事
す
る
勢
働
者
、
少
年
時
目

働
者
に
針
寸
る
基
礎
訓
練
及

資料
資料



び
切
羽
作
業
で
の
訓
練
の
質
施
が
こ
れ
で
あ
る
。
訓
欄
終
了
の
数
は
第
四

表
に
一
目
す
如
〈
で
あ
る
。
第
二
に
は
特
殊
な
技
術
的
知
識
の
習
得
実
ひ
熟

練
に
劉
寸
る
訓
練
の
管
施
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
て
と
の
訓
練
を
う
け

た
人
員
は
回
入
年
比
六
、

λ
千
人
、
四
九
年
度
入
、
主
千
人
、

E
0年
度

九
、
-
千
人
、
王
一
年
度

-o、
二
千
人
に
濯
し
て
い
る
。
第
三
一
に
は
探

鎖
部
門
で
む
マ
ネ
ヂ
メ
ν
?
に
到
す
お
訓
練
の
質
施
で
あ
る
。
四
八
年
石

炭
憶
は
大
塵
奨
箆
資
金
給
費

計
萱
を
笠
施
L
、
そ
の
給
費

者
数
は
第
主
表
に
一
話
さ
れ
る

如
く
、
一
一
五
八
人
に
謹
し
て

いヲ令。防
厚
生
設
備
の
完
備
茨

坑
に
於
け
る
厚
生
設
備
の
完

備
は
山
一
%
忙
於
け
る
浴
場
設

備
の
完
備
左
翼
席
の
設
置
で

あ
る
。
特
忙
山
元
に
於
け
る

浴
場
誌
編
の
完
備
に
重
撤
が

お
か
れ
て
い
る
。
共
同
審
議

委
員
脅
は
山
一
万
で
の
浴
場
設

備
の
完
怖
を
計
置
し
、
そ
の

費
用
九
百
高
ポ
シ
ド
を
見
積

り
、
右
目
友
隠
は
こ
れ
に
謝
し
、

回

mm

目
的

英
国
に
於
げ
る
石
山
訳
業
国
有
他
政
策
に
闘
す
る
一
考
察

第六賓 山元での浴場設哨数

-~I両副戸司
1946末 366 I 444 

1947末日70 : 448 

19全島ド 377 ! {o8 

19岨末 日生 462

1950末 413 I 479 

1951末生 502

N，ミtionalCoal Board 
R'Iψ，.1 and a町 oU1ltsfor
1951， p. 65 

ぞ実需長聖セ
〈表数け行五

君主きz主重
L さそ元。ポ
てれの浴各 y

E手ffE4

資料

ω新
惇
生
委
員
曾
心
設
置
、
茨
坑
で
の
厚
生
設
備
完
備
の
士
め

po

p己
甘
凸

zq凹

H
E
当
己
F
R
O
C
品目一
HEroロ
(
口
忠
君
。
)
を
設
鼠

L
た
。
そ
の
設
備
に
よ
っ
て
約
一
、
五
百
首
ボ

y
ド
の
現
存
鍍
山
厚
主
基

金
及
び
石
訳
略
的
援
助
金
石
高
ボ
シ
ド
が
C
・
I
-
s
w
・0
に
移
管
さ
れ
、

と
れ
ら
の
基
金
か
ら
C
園工

-sew-。
は
地
方
厚
生
委
員
企
に
射
し
各
年

支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

C
済
同
生
彊
慌
の
上
車
問

以
上
に
指
摘
し
た
如
く
、
生
産
技
術
担
程
の
合
理
伯
と
勢
働
候
件
の
改

善
に
伴
い
図
有
化
石
炭
業
に
於
け
る
生
産
性
は
著
L
く
上
昇
し
て
い
る
。

即
ち
-
入
賞
り
年
間
生
理
能
力
は
戦
前
ハ
一
九
三
七
年
空
去
四
一
年
U

の

二
九
九
屯
か
ら
戦
時
中
で
の
務
働
候
併
の
悪
化
に
よ
り
こ
六
六
屯
に
低
下

L
、
一

0
0
0屯
首
り
坑
敏
は
八
八
九
hr
ら
九
七
二
に
増
加
し
て
い
る
。

L
か
る
に
戦
後
で
は
四
七
年
及
主
五
一
年
間
で
年
間
生
窪
能
力
二
八
三
屯
、

第
七
十
三
血
管

ブL

第
五
拍
車



英
国
に
於
け
ゐ
石
長
菜
園
有
他
政
策
に
闘
す
る
一
考
察

五
一
年
で
は
一
二

O
三
屯
に
増
加
し
て
い
る
ロ
更
に
具
睦
的
に
一
交
番
首

り
出
来
高
に
ワ
い
て
見
れ
ば
、
採
長
十
六
二
虫
省
首
り
で
は
四
七
年
の
一
一
、
八

六
屯
か
ら
四
八
年
二
、
丸
二
屯
、
四
九
年
=
一
、

O
二
屯
、
五

O
年一一一、」

二
也
、
五
一
年
三
、
一
七
屯
全
労
働
者
一
交
替
溜
り
で
は
四
七
年
の
ご
、

入
六
屯
か
ら
四
八
年
二
、
九
三
屯
、
四
九
年
一
一
一
、

O
二
屯
、
王

O
年一ニ、

二
屯
、
五
一
年
一
=
、
一
七
屯
全
勢
働
者
一
交
替
醤
り
で
は
四
七
年
一
、

O
七
屯
か
ら
四
八
年
一
、
一
一
屯
、
四
九
午
一
、
-
六
屯
、
主

O
年
一
、

一
九
屯
、
五
一
年
、
一
一
一
屯
に
増
加
し
、
三
七
年
て
一
七
屯
に
比
較

し
、
五
-
年
で
は
三
、
四
%
そ
の
生
産
性
が
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
を
地

域
別
に
見
れ
ば
燐
働
者
一
交
替
醤
り
出
炭
高
は
四
七
年
白
中
東
部
全
傍
働

者
一
、
五
四
屯
採
決
夫
四
、
一
一
道
、
北
京
都
全
勢
働
者
て
一

λ
屯
採
茨

去
三
一
三
屯
、
北
西
部
全
努
倒
者

O
、
九
二
屯
採
茨
夫
一
一
、
六
七
屯
、
南

東
部
全
焼
働
者

O
、
九
=
一
屯
探
円
訴
さ
一
、
入
三
屯
、
ヂ
ュ
ル
ハ
ム
全
併
働

者
O
、
九
λ
屯
採
茨
夫
土
、
ニ
て
目
、
中
西
部
全
坊
働
者
一
、
二
四
屯
採

炭
夫
二
二
一
二
川
、
南
西
部
全
検
働
者
O
、
八
屯
採
炭
夫
一
、
九
八
屯
、

ノ
1
ザ
ン
ト
宝
努
働
者
て

o-屯
採
長
夫
一
一
、
入
六
屯
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

y
ド
査
察
詰
問
者
て
一
屯
採
茨
夫
二
、
豆
七
屯
か
ら
五
一
年
に
は
中
東
部

全
勢
働
者
一
、
七
八
屯
採
決
夫
回
、
六
一
ニ
屯
、
北
東
部
全
弊
偶
者
一
、
一
一
一
一
ニ

屯
採
決
夫
一
=
、
入
O
屯
、
北
西
部
全
部
情
勢
働
者
一
、
一
一
一
屯
探
茨
夫
ニ
一
、
=
一

八
屯
、
デ
ュ
ル
ハ
占
岳
一
務
偶
者
二
、
五
一
屯
採
炭
夫
一
、

O
一
屯
、
中
西
部
全

場
倒
者
て
三
回
屯
採
妓
夫
回
、
=
行
屯
、
南
西
部
全
勢
倒
岩
O
、
丸
一
屯

採
荻
夫
ご
二
八
屯
、
ノ
1
ザ
シ
ト
全
第
働
者
一
、

O
九
屯
採
妓
夫
一
J

九

事
七
十
三
巻

四
O 

第
五
盟

/、
四

八
屯
、
ス
コ
ッ
ト
ヲ

γ
ド
登
場
働
者
一
、
↓
↓
屯
採
崇
夫
三
、
六

O
屯
に

増
加
し
て
い
る
。

地域別1000屯首り所要l~虫

採茨 その他坑内

1叫4肌%1946119511% l叫9印 194611叫 %

竺コ~~ ~.141113851 613081 306111238120*31 957 
|ノジ'ン戸ト 問問 6蹴山お9124711711叫 3

工ユノレ 4団羽 14'剖8日目131288¥ 239i1711159 

北西部副部 1514訂 367116四叫1$512「EM11日

中西部 27512331151 3331 2921121 2581 2201151 865 

南西部 51814591111 512! 3901241 2931 25411311319 

南東部剖51458 U6出I4 

イギ Pス 36213151131 3631 308!151 2511 2041191 975 

第七衰
更
に
↓

0
0
0屯
首
り
所
要
境
問
交
普
段
の
節
約
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

第
七
表
に
一
ー
さ
れ
る
如
く
、
」
九
四
六
年
に
比
較
し
、
五
一
年
で
は
イ
ギ
ロ

ス
全
世
と
し
て
は
採
援
失
で
は
}
一
一
一
%
、
そ
の
他
坑
内
夫
一
五
%
、
坑
外
失 National Coal Board; Rゆ夕刊 andACCOU1lts f01' 

1951より
資料



で
は
一
九
%
、
邸
中
り
全
勢
働
者
で
は
一
五
%
の
努
碕
力
を
節
約
す
る
と
と

が
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
ロ

「
l
u
h」
計
回
コ
吋
J
1
1
3

尤
も
図
有
化
産
業
に
於
け
る
努

一
出

Z且
一
此

U

1

二
必
働
時
品
政
府
の
生
産
及
び
輪
出
計
霊

一
戦
一
割
引
叫
判
斗
川
に
罰
す
る
宜
援
は
保
守
黛
の

P

下
十
冊
工
わ
い

h
H一回

P
R
E
i
E
に
指
摘
さ
れ

一
間
百
一
両
一
向
山
一
山
一
一
山
二
川
る
如
く
ハ
第
八
表
参
照
υ
充
分
に

聖
一
時
責
川
什
斗
函
達
成
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

計

軍

国

時

一

ド

ー

い

い

n

保

守

票

主

張

Z如
く
、
そ
れ

J

E

B

1

0

b

 

頃
一
望
一
空
間
抑
制
一
料
品
有
化
産
業
が
自
由
企
業
瞳
制

fr阿
川
閣
比
一
一
川
崎
九
十
日
町
内
d
計九

一

一

ミ

み

}

l

L

一
生
産
品
の
増
加
は
認
め
る
が
、
街

一

一

山

田

幽

印

刷

一

時

一

一

昨

日

出

山

m-
交
樹
の
生
産
性
は
年
間
首
り
生
産
高

「li
-
-卜
1
1
1
1
1
1し
が
問
題
で
、
こ
の
姑
園
有
他
右
茨

業
で
週
干
均
交
替
数
が
三
九
年
の
五
、
コ
ー
か
ら
四
九
年
四
、
六
七
、
五

O

年
四
、
七
六
に
低
下
L
て
い
る
関
係
上
そ
の
年
間
常
り
出
炭
高
は
三
七
年

の
三

O
四
屯
、
一
一
一
入
牢
D
二
九
O
屯
、
一
一
一
九
年
の
三
O
二
屯
に
比
較
L
、Z

O
年
で
は
機
械
化
の
著
し
い
活
辰
に
本
拘
ら
ず
、
生
産
性
の
上
昇
は
殆
ど

見
る
べ
き
も
白
が
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
生
産
性
の
問
題
は
一

交
仲
間
り
出
崇
高
の
増
加
に
あ
り
、
こ
の
棋
戦
前
に
比
較
し
て
ベ
ル
ギ
ー

。
、
八
屯
か
ら

0
、
六
四
屯
、
ー
ラ
ゲ
ス

O
、
八
六
屯
か
ら
O
、
七
屯
、

英
闘
に
於
け
る
右
焚
業
固
有
化
政
策
に
闘
す
る
一
考
察

ザ

1
4
N
O、
九
五
屯
か
ち

O
、
八
五
屯
、
ル

1
ル
一
、
七
一
屯
か
ら
-
、

O
五
屯
、
オ
ラ
シ
グ
一
、
七
八
屯
か
ら
一
、
四
一
屯
主
戦
後
若
し
〈
低
落

し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
イ
ギ
り
ス
で
は
戦
前
最
高
の
一
、
一
回
屯
か
ら

五
一
年
で
山
ニ
、
一
二
屯
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
園
有
他
に
よ

り
従
来
で
の
右
張
業
の
非
抽
出
産
を
或
る
程
度
克
服
L
得
た
と
一
耳
う
事
質
を

一
閉
す
も
の
で
あ
る
。

D
資
本
の
採
算
傑
件
の
整
備
、

以
上
に
指
摘
し
た
如
γ

常
事
働
の
生
産
性
の
上
昇
の
反
面
、
石
炭
生
産
費

は
昂
騰
し
た
。
四
七
年
の
ト
シ
常
り
生
産
費
は
四
六
年
に
比
L
回
志
一
一
一
片

上
昇
、
茨
債
も
回
入
年
申
ま
で
に
ト
ン
首
り
六
志
六
片
騰
貴
し
た
。
こ
の

う
ち
六
志
以
上
は
賃
金
増
加
や
鵠
働
者
の
厚
生
、
瞥
茂
、
安
室
施
語
や
訓

練
及
。
ひ
教
育
む
た
め
の
費
用
で
あ
り
、
固
有
化
政
策
の
採
用
に
基
く
も
の

で
あ
っ
た
。

d

か
L
そ
の
後
図
有
化
政
策
に
よ
品
生
霊
按
術
描
程
の
合
理

化
に
伴
う
生
産
性
の
上
昇
に
よ
り
、
州
五
賃
車
の
上
昇
に
も
拘
ら
ず
、
屯
営

り
勢
働
コ
ス
ト
比
車
は
第
九
表
に
一
周
さ
れ
る
如
く
、
四
七
年
六
七
、
王
%
、

四
八
年
六
七
、
一
%
、
四
九
年
六
六
、
五
財
、

Z
O年
六
六
、
一
%
五
一

年
六
豆
、
六
%
と
漸
次
低
下
し
て
い
る
。
而
し
て
図
有
佑
の
最
初
の
プ
ヶ

年
に
於
て
は
屯
常
り
一
需
の
損
失
を
生
じ
た
。

L
か
し
ζ

れ
は
首
国
の
石

表
不
足
に
膝
ず
る
た
め
賛
坑
の
採
援
を
績
け
た
た
め
で
あ
っ
て
、
も
し
こ

わ
ら
の
不
利
な
茨
坑
の
困
鎖
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
国
有
佑
石
炭
業
は
容
易

に
黒
字
を
あ
げ
得
た
も
の
で
あ
る
。
現
に
同
八
年
以
降
屯
憤
り
利
盆
は
第

阿
表
に
一
示
さ
れ
る
遁
り
で
四
七
年
に
比
較
L
、
五
一
年
で
は
屯
首
り
原
慎

第
七
十
三
巻

回

第
五
競

プて
五



実
闘
に
掛
け
る
石
炭
業
固
有
化
政
策
医
闘
す
る
一
考
察
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第
七
十
一
二
巻

四

事
宜
韓

ム
ノ、
」ー
ノ、

に
一
耳
き
れ
る
如
〈
、

峨

叩

m
m
m

験
後
図
有
化
に
よ

隣

H
ト

l
ト

|

る

生

産

性

の

上

昇

咽

3

7

0

4

6

3

に
伴
い
、
敵
前
で

Z

5

8

9

1

4

1

 

性

8

6

4

4

2

4

の
屯
首
り
帯
質
率

窪生
一

I
l
-
-
-
-ー
の

割

高

は

-

隠

克

川

町

一

問

問

叫

叫

問

削

服

さ

れ

、

屯

嘗

り

佐
一

l
i
l
i
-
-
lー
の

努

倒

コ

ス

ト

及

知
一

9

5

峰

崎

星

日

び

採

姻

全

ヨ

ス

ト

研

一

一

M

M

凶

U

L

U

は
西
ヨ
l
ロ
ツ
ハ

守
flili--
戸
ベ
川

J
lつ
圏

諸

闇

聞

で

は

オ

ラ

寸

一

一

汗

γ

戸

イ

ン

J

γ

ダ

を

除

き

最

も

第

一

一

ル

ラ

γ
一

フ

叫

一
l

l

」
ド
h
w
h片
出

門

責

ぱ

車

と

な

っ

て

い

る
ロ
而
し
て
第
十
二
表
に
一
ポ
き
れ
る
如
く
、
生
産
性
的
上
昇
に
基
〈
培
茨

に
よ
り
、
終
戦
後
で
の
右
羨
不
足
の
危
機
を
克
服
す
る
、
と
同
時
に
、
こ
の

右
茨
ヨ
ス
ト
の
園
際
的
割
安
け
第
ナ
工
費
に
一
五
』
さ
れ
る
如
〈
、
四
八
年
以

降
で
の
石
費
輸
出
を
著
し
く
増
加
せ
し
め
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
一
プ
シ
参
加

ヨ
l

ロ
ヅ
パ
諾
園
で
の
石
炭
総
ス
で
、
イ
ギ
リ
ス
職
出
茨
の
占
め
る
比
率

を
見
れ
ば
、
そ
の
職
入
量
四
七
年
五
玉
、
四
百
扇
屯
、
阿
八
年
五
O
O
六
百

高
屯
、
四
九
年
五
二
六
百
高
屯
、
主
O
年
四
七
、
八
百
恵
屯
、
五
一
年
六
五
、

=
日
高
唱
の
中
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
職
入
比
率
は
四
七
年
の
一
%
か
ら
四

八
年
一
四
%
、
九
四
年
一
九
%
、
王
O
年
一
二
%
、
五
一
年
一
O
%
に
増
加

5.90 

国連欧洲担済委員官調査企童部

原債を中iむとする酉駄の錨鋼業と石長業

仁八昨暗製輔課より〉

の
七
志
一
}
片
上

昇
に
も
拘
ら
ず
、

損
盆
計
算
で
は
三

志
の
プ
ラ
ス
と
な

っ
て
い
る
。
従
っ

て
茨
坑
部
内
に
於

付
司
令
右
炭
腐
の
損

径
決
算
は
四
七
年

の
九
、
二
百
首
ボ

ン
ド
の
赤
字
か
ら

四
八
年
」
六
、
一
一

百
高
ボ
ン
ド
、
四

九
年
=
九
、
四
百

寓ホ
νド
、
五
O

年
二
回
、
一
一
百
寓

ポ
シ
ド
、
五
マ
年

三
一
、
二
百
高
ポ
ン
ド
の
黒
字
を
示
し
、
全
置
と
し
て
の
牧
支
決
算
で
は

四
七
年
の
二
二
一
、
一
ニ
阿
南
オ
ン
ド
の
赤
字
か
ら
、
四
八
年
以
降
で
吋
五
-

年
U
-
、
入
百
寵
ポ
ン
ド
の
赤
字
を
除
き
、
四
八
年
一
、
七
百
高
ポ
ン
ド
、

四
九
年
九
、
主
商
高
ポ
ゾ
ド
、
主
O
年
入
、
=
主
円
高
ポ

U
J
V
の
黒
字
を
↓
め

げ
て
い
る
。

更
に
園
際
的
に
P

て
の
生
産
コ
ス
ト
の
比
較
む
離
か
ら
見
れ
ぼ
、
第
十
表



し
て
い
る
。
(
五
一
年
に
於
け
る
イ
ギ
D
ス
石
長
輔
両
地
車
の
滅
少
は
再

軍
備
に
よ
る
内
需
噌
加
に
主
と
し
て
よ
φ

も
の
で
あ
る
U

外需の能移〔車位千トン7

資料 N ational Coal Board; Rφ世 tIl?~d Accounts 

for 1951より作成

A船積 海B外向l|A B 英長 崎園

瓦 C諾.E閤Iセ吻円相川 石貯決蔵合計(行タト船園〉
前忠 言十

1947 642 250 892 4，394 5，286 
1948 0，853 

29ZI，，，A8C3754金q24引2E 1，O17 

10，742 5，391 16，133 
1949 10，057 995 14，103 5，142 19，245 

I 1950 9，853 643 12，837 4，021 16，858 
1951 6，290 12 7，740 8，842 11，588 

第十一表
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第十こ衰勢働生産主に基く生産高む増加比率 C%コ
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替教の種差化|ーυ72 --.- /Z 
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※ 

μ 

+31 

+2.%1 +4 -2 

以
ょ
に
指
摘
し
た
如
く
、
戦
後
に
於
吋
る
石
茨
業
の
園
有
化
の
宣
演
は

一
一
躍
-
九
四
八
年
野
倒
黛
大
曾
で
議
長
シ
シ
ウ
エ
ル
の
「
遜
に
茨
業
は
永

年
の
沈
滞
と
無
政
府
扶
強
か
ら
脱
却
L
、
良
好
か
つ
明
朗
な
前
塗
を
持
つ

英
国
に
於
け
る
右
決
業
固
有
佑
政
策
に
闘
す
る
一
曙
察

に
至
っ
た
一
五
々
」
の
誇
ら
し
げ
な
執
背
中
し
あ
る
程
度
ま
で
は
容
認
せ
ざ
る

を
得
た
い
で
あ
ろ
う
。

L
か
L
、
こ
の
石
涙
産
業
園
有
化
は
努
闘
賞
の
主

張
す
る
如
く
、
世
曾
主
義
え
の
一
階
梯
で
あ
っ
た
か

Q

固
有
化
右
決
業
の
性
格

A 

園
有
佑
石
茨
業
白
管
理
機
構

ま
ず
こ
の
鮪
石
炭
掘
の
機
構
に
つ
い
て
見
る
と
、
石
涙
聴
の
指

導
部
は
全
閣
石
炭
委
員
曾
で
同
蚕
員
曾
「
-
人
の
委
員
長
と
八
人

の
委
員
」
に
よ
り
構
成
古
れ
、
円
第
二
棟
第
二
項
U

「
委
員
曾
の

委
員
長
及
び
委
員
は
工
業
、
商
業
金
融
事
項
、
臨
用
料
阜
、
努
働

行
政
又
は
努
働
組
織
の
経
験
を
有
L
、
E
っ
そ
の
能
力
あ
る
者
と

レ
て
賢
袷
が
あ
る
と
燃
料
大
目
が
み
と
め
た
申
伽
ら
同
大
臣
が
任

命
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
ハ
第
二
保
第
三
項
U

た
だ
「
議
曾
の
下
院

議
員
た
る
限
り
、
そ
の
も
の
は
委
員
曾
の
委
員
に
任
命
さ
れ
る
資

格
な
く
、
又
委
員
と
し
て
存
在
の
資
格
が
な
い
。
」
ハ
第
二
保
第
二

項
)
と
き
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
こ
の
者
員
任
命
の
傑
項
に
闘
す

る
シ
シ
ウ
品
ル
燃
料
動
力
相
の
議
官
に
於
け
る
答
縛
に
よ
る
と
、

蚕
員
は
何
ら
か
の
利
盆
を
代
表
す
る
も
で
は
な
く
、
園
家
的
立
場
で
物
を

考
え
る
程
笹
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
誼
ベ
て
い
る
が
、
そ
の
顔
摂
れ

に
つ
い
て
見
る
と
吹
む
通
り
で
あ
る
。

警
員
長
ホ
ウ
ヰ
ル
・
瓦
フ
リ

ν
石
表
質
砿
の
理
事
、
燃
料
動
力
省
町
茨
鏡

第
七
十
三
巻

事
王
器

ノ、
七

四



英
闘
に
於
け
る
石
農
業
園
有
化
政
策
医
闘
す
る
一
噂
察

局
長
、
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
工
業
金
融
市
聞
社
社
長
な
ど
を
歴
任
L
た
ハ
イ

シ
ド
レ
1
郷
、
副
委
員
長
は
臨
時
中
に
航
平
一
弐
官
で
あ
っ
た
リ
1

・
7

1

サ
1

・
ス
ト
リ
ー
ト
で
お
り
、
そ
の
他
委
員
に
安
鱗
巣
の
能
率
に
か
ん
す

る
レ
ー
ト
翠

Z
作
成
者
の
チ
ャ
1
ル
ス
・
レ
1
ド
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ホ
ー
ル

ス
ワ
ー
ル
ド
郷
、
エ
リ
ス
教
授
一
か
え
ら
ば
れ
、
勢
倒
階
級
の
代
表
者
は
勢

働
組
合
評
議
曾
の
書
記
長
を
や
っ
た
サ
1
・
ゥ
ォ
ル
タ
1
・
シ
ト
ラ
イ
シ
、

全
園
長
坑
時
間
隔
制
組
合
の
書
記
長
で
あ
ワ
た
エ
ピ
1

・
エ
ド
ワ
ー
ド
の
一
一
名

に
す
ぎ
な
い
。

L
か
も
石
茨
腐
と
炭
坑
務
働
組
合
と
の
闘
採
に
つ
い
て
み

る
と
、
且
河
而
別
保
件
や
勢
働
保
護
に
関
す
る
一
連
円
傑
項
を
含
ん
で
は
い
る

が
、
崎
明
働
組
合
が
要
求
寸
る
労
働
者
の
経
皆
参
加
は
宜
質
的
に
誼
苔
さ
れ
、

わ
ず
院
に
坑
内
委
員
曾
へ
の
参
加
を
認
め
る
に
す
ぎ
ず
、
石
炭
臨
む
委
員

任
命
に
あ
た
っ
て
労
働
組
合
の
協
議
承
認
を
経
べ
し
と
す
る
要
求
は
担
否

さ
れ
て
い
る

G

更
に
動
力
燃
料
省
と
石
茨
腐
と
の
一
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、

燃
耕
相
は
石
茨
際
空
行
政
的
に
支
配
L
、
監
督
躍
の
み
な
ら
ず
命
令
躍
を

も
っ
。
即
ち
、

ω石
茨
聴
従
員
の
任
免
お
よ
び
在
職
期
岡
、
似
右
出
品
憾
の

定
員
、
事
務
手
蹟
お
よ
び
曾
議
、
右
茨
醸
の
決
定
事
項
、
同
同
法
令
の
履
特

に
ヲ
い
て
品
史
甲
山
胞
を
持
っ
と
共
に
、
川
明
石
涙
聴
の
資
産
及
び
活
動
に
闘
寸

z撃
自
在
求
め
る
楼
利
、
日
石
茨
隠
が
行
う
大
規
模
な
再
建
事
業
、
開
時
間

事
業
、
数
育
詞
査
活
動
の
許
可
制
及
口
、

ω図
民
の
利
径
に
影
響
す
る
事

項
、
に
闘
し
石
炭
躍
に
指
令
や
県
土
得
Z
Q
以
上
む
如
く
燃
軒
相
は
石
川
説

隠
に
劃
L
殆
と
絶
叫
目
躍
を
持
つ
~
い
る
。
又
消
費
者
詩
間
一
一
革
、
員
曾
が
設
営

さ
れ
た
が
、
そ
の
委
員
は
消
費
者
自
身
の
選
出
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

事
七
十
一
一
一
巻

第
五
世

ノ、
i¥. 

周
囲

叉
憾
皆
者
圏
へ
の
央
必
ず
四
議
日
一
吉
田
は
一
般
に
認
め
ら
れ
ず
、
し
か
も
工
業
用
石

表
消
費
者
委
員
曾
は
石
涙
コ
ー
ク
ス
、
副
産
物
な
E
工
業
用
消
員
者
及
び

工
業
用
石
茨
む
大
量
販
賢
者
で
構
成
さ
れ
、
家
庭
問
石
茨
拍
説
者
訟
閑
蚕

員
曾
は
家
庭
用
石
茨
の
大
量
販
頁
岩
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
委

員
曾
の
主
要
メ
Y
バ
ー
は
図
有
伯
苫
れ
て
い
な
い
工
業
諸
部
門
及
び
右
炭

闘
の
代
表
者
で
一
般
消
費
者
大
款
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

以
ょ
に
み
ら
れ
た
如
〈
、
図
有
化
石
茨
莱
の
糧
管
機
構
は
決
L
C勢
働

者
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
賄
努
耐
山
東
の
左
涯
の
ハ
現
在
で

は
中
間
訴
と
も
云
は
れ
る
)
G
・
D
・
日
・
コ
ー
ル
で
す
ら
弐
の
如
〈
酷
詳
し

て
い
る
。
即
ち
「
閣
有
化
産
業
は
官
僚
制
度
と
六
企
業
と
の
耳
目
い
煎
味
で

の
混
合
物
で
あ
り
、
勢
働
に
安
い
コ
ス
ト
で
主
室
主
上
げ
る
と
の
賞
何
感

を
興
え
ず
、
柏
市
説
者
に
J
h
従
来
以
上
に
統
御
L
難
い

E
大
な
調
占
機
構
に

直
面
L
て
い
る
感
を
抱
か
せ
て
い
る
。
勢
働
鎮
め
政
治
家
は
世
曾
佑
を
以

っ
て
卑
に
私
企
業
に
代
ち
る
に
図
家
企
業
主
以
っ
て
寸
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
精
神
或
い
は
内
容
に
は
何
ら
の
健
化
も
み
ら
れ
な
い
L
(

ロロ

ロ
-
P己
忌
生

h
E
S語
、
主
唱
当
時

~gch主
E
宮
廷
ミ
L

h
S
2・
Z
N
4
5
5
E
)
L
か
も
こ
の
固
有
化
に
際
L
公
E
な
る
補
償

の
沼
目
で
、
極
め
て
有
利
な
傑
件
で
の
補
償
が
符
は
れ
て
い
る
。
即
ち
、
茨

坑
所
有
者
に
劃
す
る
補
償
は
一
億
六
千
凶
百
六
十
六
高
ポ
シ
ド
で
、
勿
論

こ
の
額
は
石
援
資
木
が
要
求
し
た
士
億
二
千
三
百
官
同
ポ

y
ド
よ
り
少
い
が
、

茨
坑
の
荒
廃
の
た
め
値
下
り
し
た
株
式
の
代
り
に
利
子
路
管
な
政
府
長
債

を
支
摘
は
れ
た
、
も
の
で
、
決
し
て
石
波
警
菜
資
本
に
と
り
不
利
な
保
件
で



主
主
、
コ
こ
。

は
T
泊

J4t
園
有
佑
石
炭
産
業
に
於
け
る

労
働
者
階
級
の
物
質
的
快
態

闘
有
化
後
に
於
け
る
右
茨
筈
業
で
の
部
品
問
者
階
紙
の
生
活
欣
態
に
つ
い

て
見
れ
ば
、
そ
の
一
交
替
営
り
冥
ひ
一
一
週
間
首
り
賃
金
は
第
i
三
表
に
一
声

さ
れ
る
如
〈
、
一
九
四

七
年
の
ヱ
〈
λ
都
営
り
賃

金
二
八
志
一

O
片
、
主

-
年
で
は
三
八
志
一

O

片
(
U
M

怖
炭
夫
で
は
四
八

志
六
片
)
に
増
加
し
て

い
る

E

こ
れ
を
敵
前
]

九
三
八
年
干
均
由
一
一
一

志
入
片
に
比
較
す
れ
ば

そ
の
二
一
倍
で
と
れ
に
社

曾
補
償
給
附
を
加
え
れ

ば
四
二
志
五
片
で
、
同

期
闘
に
於
け
る
生
計
費

指
数
の
上
界
ハ
約
ご
倍
)

と
比
較
す
る
と
そ
の
、

質
質
賃
金
は
戦
前
よ
り

五
O
%以
上
廻
っ
て
い

B 

園有千じ後iこ於ける援坑努働者の賃金培加

1! 坑週 内賃A| 坑 金外 |liJ坑突皇S内替L笠|留坑~笠タり卜
z. s. d z. s. d s. d ，. d 

1947. 1月 5 4 10 ー

1947.11月 5 15 5一一 Z 6 1 8 

1950.10月 6一一 5 5ー 6 6 

1951. 1月 G 7 一一 5 10ー 1 2 10 

1951州 7ー日 616  2 3 1 11 

第十三表

National Coal Boaτd:R噌伊tand Ac，αunts for 

1951， p. 73 
資料

英
国
に
於
け
る
石
最
業
固
有
化
政
策
に
闘
す
る
一
帯
察

る
。
じ
か
も
そ
の
賃
金
事
は
戦
前
一
九
三
八
年
で
は
賃
金
調
唱
で
は
も
っ
と

も
低
か
っ
た
が
、
主
-
年
末
で
は
そ
れ
ら
の
第
一
位
左
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
週
賃
金
率
か
ら
圃
示
す
れ
ば
第
一
圃
の
如
〈
で
あ
る
。

1

0

 

3
 

y
 

d
 

金

p
虞
営

主
人

け
一

明
治

業
部z

c
 

他のそひ及膿石第一圃

9 

7 

6 

5 

4 

8 

Nat1ona1 Coal Board; Re，戸 1'tand ACCOUJlts for 1951 
p.73 

8 

石2能薬

， 
d ， ， ， 

一一ー一一ー"
..その他産業

'一一一一ー ' 

88 39 40 41 42 43 44 45 40 47 48 49 50 51 

資料

， 
， ， 

， 
， 

日

目

9

8

7

6

5

匂

3

し
か
し
こ
の
こ
と
は
必
ず
ー
も
国
有
伯
に
よ
っ
て
茨
抗
勢
働
岩
の
物
質

第
七
+
三
巻

吉

田
豆王

第
五
鵠

占ノ、
:iL 



年
新
耐
乏
許
宣
下
で
食
料
品
優
格
は
騰
貴
し
、
一
九
四
九
年
を
遇
じ
諸
物

債
は
一
九
%
上
昇
し
た
。
こ
の
こ
と
は
一
先
四
九
宜
宋
ま
で
に
イ
ギ
リ
ス

に
於
け
る
小
買
物
慣
が
一
九
三
八
年
に
比
較
L
、
一
回
O
%
拙
問
責
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
更
に
五
O
年
、
五
-
年
で
は
再
軍
備
の
濯
医
に
と
も
な

い
公
式
統
計
す
ら
、
主
娃
指
数
、
物
債
指
数
の
著
し
い
騰
貴
を
認
め
、
傍

働
者
階
紙
の
物
質
的
状
態
は
四
九
年
に
比
較
し
て
悪
伯
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
に
於
け
る
卸
買
物
侵
指
数
の
騰
貴
は
三
、
二
倍
!

に
達
し
、
生
計
費
指
数
の
帥
畑
貴
を
は
る
か
に
上
廻
り
、
こ
の
黙
を
考
慮
す

れ
ば
炭
坑
境
働
者
白
物
質
的
吠
態
は
戦
前
に
比
較
し
て
少
し
も
良
好
E
は

な
っ
て
い
な
い
。

然
る
に
こ
の
図
有
化
石
茨
業
で
の
槽
質
支
挽
い
傑
件
に
つ
い
て
み
る
正
、

調
立
採
算
の
前
提
と
な
る
そ
の
賃
金
は
園
有
佑
株
に
劃
す
る
↓
定
の
国

首
を
控
除
し
た
投
入
か
ら
支
挽
は
れ
る
か
、
或
は
赤
字
一
路
弘
官
官
し
な
が
ら

損
失
は
補
助
金
に
よ
り
埋
め
h
ば
な
ら
な
い
。
特
に
有
茨
業
に
於
い
て
は

こ
の
際
、
そ
の
石
炭
の
債
格
が
全
世
と
し
て
の
物
侵
水
準
に
世
按
影
響
を

及
ぼ
寸
の
で
、
崎
明
働
者
へ
の
油
E
賃
金
支
却
と
い
う
傑
件
の
伯
に
消
費
者

に
木
曽
に
大
き
な
負
携
を
か
け
な
い
よ
ろ
な
水
準
に
生
産
コ
ス
ト
〔
捗
賃

が
主
で
あ
る
)
を
保
つ
必
要
を
重
嗣
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
踏
切
働
者
階
艇

の
賃
上
げ
は
産
業
の
支
揖
能
力

i
究
極
に
於
い
て
は
一
般
公
衆
の
支
挽
能

力
ー
を
考
粛
し
て
決
定
さ
れ
、
一
般
公
朱
に
不
営
な
石
茨
僧
格
を
支
挽
は

せ
る
よ
う
な
水
準
に
ま
で
の
賃
金
引
上
げ
や
場
組
が
強
要
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
義
務
を
強
調
す
る
。
こ
む
こ
と
は
図
有
佑
石
茨
業
に
於
け
る
傍

英
国
に
於
け
る
石
競
業
固
有
他
政
策
に
闘
す
る
一
考
察

的
吠
態
が
験
前
に
比
較
L
て
著
し
く
好
時
L
た
こ
と
を
示
す
も
白
で
は
な

い
。
質
質
賃
金
算
定
の
基
準
と
な
る
生
計
費
指
致
の
箆
艮
は
イ
ゾ
フ
レ
の

設
展
を
温
小
評
値
し
て
い
る
。
例
え
ば
公
式
統
計
に
よ
れ
ば
生
計
費
指
数

は
一
九
=
一
八
年
か
ら
四
八
年
の
聞
で
回
一
%
の
上
弄
を
一
市
し
た
に
渦
ぎ
な

い
が
、
オ
フ
グ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
大
串
報
一
九
四
八
年
第
七
八
腕
「
中
産
階

級
の
生
苛
費
増
加
」
に
於
げ
る
生
計
費
指
数
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
り
ス
の
生

活
費
は
上
記
の
期
間
中
宇
一
O
↓
%
の
培
加
を
一
万
L
て
い
る
。
更
に
四
九

食糧補給金(1950-1951)
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賃
を
、
こ
の
公
衆
へ
の
温
度
の
負
揺
の
名
目
で
侭
賃
金
に
か
な
し
ぼ
り
L

ょ
う
ど
寸
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
も
こ
の
低
賃
金
政
策

は
英
大
な
食
糧
補
助
金
支
出
と
結
び
ワ
い
て
い
る
。
こ
の
補
助
金
を
品
目

別
に
小
買
償
格
一
人
週
営
り
補
助
金
額
で
一
目
せ
ば
、
第
十
四
表
の
如
く
で

乱
る
。
と
れ
は
臨
時
後
で
の
イ
ギ
り
ス
資
本
主
義
の
陸
制
的
危
機
を
克
服
す

る
た
め
に
極
め
て
必
要
で
あ
っ
た
低
賃
金
を
維
持
す
る
と
共
に
、
ぞ
れ
を

通
じ
で
濁
占
資
本
に
英
大
な
霊
祭
利
潤
を
保
詮
寸
る
た
め
の
も
の
で
あ
Z
。

と
れ
は
特
に
勢
務
費
が
約
七
割
を
占
め
る
石
茨
業
に
於
い
て
特
に
重
要
な

役
割
を
も
っ
ロ
そ
の
低
食
糧
低
賃
金
維
持
政
策
の
結
果
、
石
炭
の
山
一
首
償

絡
の
よ
鼻
は
五
一
年
目
0
4月
ハ
四
七
年
比
U

で
卸
L
物
債
の
同
期
間
で
の

六
八
%
よ
り
は
る
か
に
低
く
、
こ
の
貼
で
産
業
資
本
に
そ
の
生
産
性
の
(
特

に
割
未
U

劣
勢
カ
バ
ー
に
有
利
な
傑
件
を
附
県
L
て
い
る
。
.

※
 

以
上
園
有
佑
右
茨
官
業
の
性
格
を
そ
の
管
理
機
構
並
び
に
図
有
化
石
茨

毒
薬
に
於
け
る
務
働
溝
階
級
D
物
質
的
欣
儲
か
ら
み
て
吉
た
が
、
そ
の
性

格
か
ら
明
ら
か
な
る
如
く
、
君
安
産
業
の
園
有
化
は
イ
ギ
リ
ス
資
木
主
義

、
の
閲
家
濁
占
主
義
へ
の
開
質
の
一
形
践
で
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義

の
飛
躍
的
援
艮
1
1資
本
主
義
を
否
定
す
る
主
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
最
小
八
限
利
潤
の
温
求
と
維
持
め
て
だ
て
と
し
て
の
図
家
む

手
に
よ
る
イ
ギ
り
λ
資
木
主
義
の
部
分
的
な
る
自
己
否
定
で
あ
り
、
関
占

資
本
の
最
大
限
利
潤
の
誼
求
と
維
持
を
ほ
り
尉
寸
職
後
イ
ギ
り
ス
資
本
主

義
の
栴
占
的
危
機
に
劉
醸
し
よ
ろ
と
す
る
描
占
資
木
町
自
己
救
済
手
段
を

英
国
民
於
け
る
石
炭
業
園
冶
他
政
策
に
闘
す
る
一
考
察

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
台
あ
る
。
『
固
有
へ
の
陣
他
は
そ

の
宜
主
生
意
力
の
資
本
的
性
質
を
止
揚
し
は
し
な
い
。
今
日
の
闘
家
は
、

資
木
制
的
生
産
様
式
の
一
般
的
諮
傑
件
を
勢
働
者
階
紐
な
ら
び
に
個
々
の

資
木
家
の
侵
害
か
ら
ま
も
る
士
め
広
、
資
本
主
義
社
留
が
自
ら
設
け
た
一

つ
の
機
関
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
苦
な
国
家
が
生
産
力
を
そ
の
手
中

に
握
れ
ば
、
閤
家
は
ま
す
ま
寸
安
本
家
的
と
な
り
、
人
民
に
釘
す
擢
取
は

い
よ
い
よ
烈
し
く
な
る
ρ

努
働
者
は
依
然
と
し
て
賃
金
努
働
者
で
あ
り
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
闘
係
は
す
こ

L
も
陵
紹
き
れ
ず
に
、

む
し
ろ
か
え
っ
て
絶
頂
に
達
す
る
。
生
産
力
の
固
有
は
矛
盾
の
解
決
で
は

な
い
。
」
ハ
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
空
想
よ
り
科
事
へ
」
U
E
の
Z

シ
ゲ
ル
ス
白
固

有
化
に
闘
す
る
命
題
は
イ
ギ
り
ス
石
茨
楽
町
図
有
化
的
基
木
的
性
格
を
杢

〈
そ
の
ま
ま
一
五
す
も
の
で
あ
る
。

れ
一
ー
九
五
三
年
王
月
三
日
記
U

停
七
十
三
谷

三
四
七

七

第
五
読




